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耳鼻咽喉科・頭頚部外科 における光線医療

耳鼻咽喉科・頭頚部外科において、セツキシマブサロカロタンナトリウムを用いた光免疫療法(PIT) (薬事
承認2020年11月、発売 2021年1月)を、2022年6月に新規臨床導入し、切除不能な局所再発の頭頸部がん
の治療を行っています。
このPITでは、まずセツキシマブに光感受性の色素IR700を結合させたセツキシマブサロカロタンナトリウム
を点滴静注し、20～28時間後にレーザ光 (波長690 nm)を照射します。このレーザー光照射により、IR700が
光化学反応を生じて、がん細胞を死滅させる新たな治療です。現在は、切除不能な局所再発の頭頸部がん
のみが保険適用です。

耳鼻咽喉科・頭頚部外科 小林 泰輔、兵頭 政光
＜頬粘膜がんにおける光免疫療法＞

ニードルカテーテルに シリンドリカルディフーザーを挿入して、レーザー光を照射する。

治療前 治療4ヵ月後

提供：楽天メディカル (株)



光線医療 関連発表・講演

下記の光線医療関連の講演が行われました。

10/13 (金)、第73回日本泌尿器科学会中部総会 (奈良市)
まほろば特別企画 １ 「光力学治療の未来展望」

座長： 井上啓史センター長、藤本清秀大会長

講演：
東京工業大学生命理工学院
/高知大学医学部光線医療センター顧問小倉俊一郎先生
「アミノレブリン酸を用いた光線力学診療」

大阪公立大学大学院医学研究科薬物生理動態共同研究部門
/大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学
/高知大学医学部光線医療センター顧問小澤俊幸先生
「 PDT を用いた多剤耐性菌感染皮膚潰瘍治療」
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光線医療 関連論文

＜論文名＞
Mangostin enhances efficacy of aminolevulinic acid-photodynamic therapy against cancer through 
inhibition of ABCG2 activity
Photodiagnosis and Photodynamic Therapy (2023), doi: https://doi.org/10.1016/j.pdpdt.2023.103798

医学部光線医療センター、カセサート大学KAPI、東京工業大学との国際共同研究の成果が、光線力学に
関する科学誌「Photodiagnosis and Photodynamic Therapy」に掲載されました
医学部光線医療センターの元専属研究員（特任助教）ライ・ハンウェイさんを筆頭著者とした国際共同研
究の成果を示した英語論文が、光線力学に関するオランダの科学誌「Photodiagnosis and Photodynamic 
Therapy」に掲載（令和５年９月９日に電子版が公開）されました。

一部のがん細胞では、PpIXの排出プロモーターであるABCG2の
高発現により5-ALAを用いた光線力学治療(ALA-PDT)の有効性
が低下しています。そこで、本研究では、5-ALAと同時にマンゴス
チンを添加することにより、ABCG2の活性が低下し、PpIXの排出
減少による蓄積増加が示されました。
マンゴスチンがABCG2活性の阻害を介して、ALA-PDTの治療効
果を増強させることが期待されます。


